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アジュバント開発研究の新展開：⾃然免疫から審査⾏政まで 

⽯井 健（基盤研アジュバント開発プロジェクト） 

 

 

アジュバントの開発研究の歴史は古いものの実際のメカニズムは⻑らく不明であったが、2011

年度のノーベル医学⽣理学賞が授与された⾃然免疫、樹状細胞の研究が起爆剤となり次世代アジ

ュバント開発が世界中で激しい競争になっている。 

しかし⼀⽅で、アジュバントはその起源や作⽤機序などが多岐にわたり、他の創薬に⽐べその

有効性そして安全性の指標が未開拓という点が挙げられる。⽇本の産学官連携や⽀援、そして審

査⾏政の⽴ち遅れもあり新たなアジュバントの評価⽅法、指標（バイオマーカー）の構築が切望

されている。 

上記を踏まえ、我々は、各種アジュバントによるヒト細胞やげっ⻭類、霊⻑類個体の⽣物反応を

総合的に解析したデータベースを構築する準備を進めている。このデータベースは１）医薬基盤研

究所で作成された世界最⾼レベルのトキシコゲノミクスデータベースを基盤とし、２）世界でも有

数の遺伝⼦⽋損マウスリソースや医薬基盤研究所霊⻑類センターを擁し、また、３）⾎清などに安

定して含まれる核酸情報であるマイクロRNAに特化したデータベース作製を予定しており、有⽤な

バイオマーカーの同定が期待される。 

 具体的には、ヒトの免疫系細胞、マウス等のモデル動物を⽤いてアジュバント及びワクチンに

対する初期反応の遺伝⼦解析をDNA、マイクロRNAアレイを⽤いて⾏う。また、実際のヒトにお

けるアジュバントワクチンの臨床試験のサンプル（⾎清など）を⽤いて同様の解析を⾏う。アジ

ュバントのターゲット細胞の解析や、イメージング技術を向上させ、サルなどの⾼等動物モデル

の実験系を⽤いてアジュバント（ワクチン）接種後の時空間的変化を安全性、有効性の評価法に

昇華させることを⽬指す。 
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 得られた情報はバイオインフォマティクスを駆使しデータベース化して順次公開するとともに、

最新のアルゴリズムにより安全性・有効性のバイオマーカーの探索を⾏う。最終的にはアジュバ

ントの安全性予測システムを開発し、アジュバントの新規安全性評価試験法の開発を⽬指す。 

 これらの研究成果を企業との共同研究にて有効性、安全性の向上に早期に還元し、かつワクチ

ン審査⾏政や予防接種⾏政の判断基準、すなわち安全性評価法開発やガイドライン作成につなげ

る。産官学の「次世代アジュバント研究会」を⺟体として、ワクチン学会や免疫学会、⼩児科学

会などとも協調してメディアや⼀般消費者に向けた啓発活動を⾏う。 
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